
と思う｡

研 究 報 告

稲垣 晴久 ((肘)日本モンキーセンター)

り 研 究 の 目 的

1. 各種サル類のRaBA-3010による出PRlJ'Jな血披性状
をあさらかにする｡

2. 各柾サル籾の血中電解FI生理値をあきらかにする｡

3.疾柄時の血液性状の変化をあきらかにする.

2) 研 究 の 計 画

1. R.lBA-3010を用いて.霊長3511研究所で飼育されて

いる外田並サルの血液性状をあきらかにする｡

2. 炎光光圧計を用いて上記サルの血巾のナトリウム.

カリウムを凱rl出する｡

3.疾Jlh'サルについても上記1.2の検査をおこない臨

拭診断のgi班な手段にしていく｡

3) 研 究 の 経 過

当初.lHtTLiL,た外ml;.(･ilJ･ル矧ま.この共同利用研究糊rTr.]
rl1人･T･･される粍会にめぐまれなかった約.i.FT:言良獄研究所
で飼-nTllのアダルトのニホンザルのオス20所の血紋につ
いて挽証をおこなったOまた当初予妃していなかった

が. 'JJb_良Xli研究所のサル施設の方々のど協力で,従来よ

りuilT]されている仏式方法による各柿血液性状値と.午
田ulmL,たRaBA-3010による,1.1状 との比較検討をおこ

なった｡

4)研 究 の 成 果

1..m許は従来よりRaBA-3010を班IT]してニホンザル

の血披性状について枚丑をしてきているが.アダル

トのオスのものは少なく今回の枚丑でiTTJ･られたデー

クは出航である｡したがって.とくに今までのデー

タと比校して低い位を示した LDIIは.飼育条件に

よる近いと思われるが.比較するデ-タに乏しく午

後の註rC題としたい｡
2. 霊長類研兜.所で従米より採FT]されている枚査方法に

よる結朱との比校であるが,2-3の項目について

は相関性が認められるものもあったか.逆に相関性

のない項目も多くあり.ある程皮の相関性を柑】待し

ていた聾者にとってこの総見は意外であった｡しか

し.枚体の畳が少ない為にピペッティングによる影

響が大きいことや,枚査宝の条件による影響も考え

られ.今後 これらの技術的な問題を克服していけ

ば.今回以上の相関性が得られると思う｡

5) 研究の考察･反省

十回.lI･糾していたが枚韮することができなかった外国

孤サルや.挟痛サルの血波性状については.今回問題と
なったピペッティングなどの技術的な問題を克服しつつ

データをそろえていきたい｡そして将来はできるだけ多

くのサル類の血披性状と.各和相加Jjの血液吐状とをあ

さらかにしていき,サルの臨取 こ役立てていきたい｡

高崎山自然動物園におけるニホ ンザル遺体の

発掘

円隅 木生三(京大 ･理)

本件は共同利用研究の-課題であるが.研究そのもの

ではなく.研究の完材としての汽料の収iE王を目的とした

ものである｡

ニホンザルについては半日然状態における祉仝生活の

実態がよく研究されているのに比べて.その形態学的詔

Dir1両の究明は著しく立ち遅れている｡骨格研究に関して

は,ff料の入手がきわめて困難であることがその-囚で

ある｡変異が問題となる研究のためには.一つの個体群

としてまとまった相当多数の標本が必繋であるが.その

ようなコレクションはおそらく本邦にはない｡こうした

必要や1:.から雅省らは.如nT.なく骨格P,I.Ii木を入手しうるm

肘汀として大分丁け砧蜘IJのそれにTl旧 し,fiJ1Jlにわたり
これを収処してゆくことを.7[･雨したo

TL.-榊nLl自然動物鼠では死亡したサルの退休が加LIJにtl!
非されており,それらを回収することについて動物閑現

場関係者の了IW･と協力をiFIJ･ることができたO水年度は2

回にわたり充肘を行い.白骨化した全身骨格を公計11休

分回収したO卯 1回分はすでに謡技研に保管されてお

り.卯2回の分6肘ま訳大動物学教三引こおいて.(711･n･離

仙 Flで,近RlLlに謡技研へ移す予定であるo先年同動物

国で発掘されたものと合わせて.約20体分が£長研に収

先されることになる｡

自然動物園の現場当局との協起により.今後はサルが

死亡したときは計画的に理非してもらい.2年に1度ま

とめて発iJiTiし.骨の回収を続けてゆく予定になってい

る｡なお,回収して捌 L'il:の終わった退冊の仰屈先は未定

である｡当分FJ1品研で一括促管するが,将来大分丁汀へ付

物蝕資料として返還する可能性が保留されている｡

藤状体外視覚系の解剖学的枚構に関する研究

川村 祥介 (熊大 ･医)

近昨冬柾口旧し動物において網膜より外川泰状休を経て
祝党Wl皮r上に至る経路の他に.祝党に況するIllJ'･ly屯を網脱
より中脳,ことに上丘および祝苫前城さらにヲ和rl祝托役
部核即を経て皮矧 こ伝える経路が知られるようになっ

た.我々もこのことをネコを用いて解剖学的に確認し,

さらにこの系の網膜局在を明らかにしたが.比較耶剖･111モ

的にみるとこの系のうち.f'T<Ji長糊においてはgJr一次巾桁

である上丘が退化するのに反して.節二次巾解である祝
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床後毎ことに枕抜7軸 堵 明に発達している｡したがって

今回の研究においてはアカゲザルにおいて枕抜LTTの各並

枝にHRP治液を注入してrf]脳切抜の逆行性に耽りこま

れた拙m細胞の分布を明らかにすることにより.この系

の企肉類との比校映肘をする口的で行なわれた｡

3刑のアカゲザルにおいてJIPn企塩水で500/Oに溶解し
た ⅠIRPを下枕抜.内仇TJ比はおよび外qlrJ比核にそれぞれ

0.1-0.2mlを旺入し,3口lmの生存後.逆行性に梯誠

された細胞を IT202を含むTetrahydrochlochlorideで

処Ⅲ.【l1脳例規における分布を調べた.

下枕技への注入例においては上丘ことにその践灰白層

においてかなりの数の標識細胞がみられるが.内側およ

び外qLFJ枕核への注入例では上丘においては標識細胞がほ
とんど認められず.わずかに認められるものも企て探部

ことに探灰白層に存在する｡また内川比核への注入例に

おいては Nuclinterpecluncularis,Nuclparabranchト

alis等にも標識細胞が認められる｡

以上の所見よりサルにおいても上丘からの上行線弧は

存在し.これらの起始はネコにおけると同様践灰白眉に

あり.祝柾では枕抜群とくに下比核へ投打することがま'J.

められたが.この系の詳細な17JJa規約さらには皮fTrとの

凹迎については今回の研光では十分明らかにすることが

できなかった｡

Ⅹ線像に依る霊長類預萱の形態学的研究

茂原 信生 (独協医大)

霊長湖の117R母の計測による研究は.計測方iLiの確立し
ているヒトの計btrJガは･をそのまま応用して行われてき

た.しかし.変只に富んだ霊長加grl骨の形倍を.ヒトの

韮準で考雛してゆくことは.式班な瓜を兄のがす恐れが
あり.この点についての試論も活発である.

木咋皮のjt･同利用研光では.正広糊研究所所布の霊長
対i(コロンブス･モンキー)を中心とし.さらに日本モ

ンキー･センターのヒヒを借用し.従来提唱されてきた

韮準乱 すなわち.

1) 耳限平面 (フランクフル ト水平面)

2) 臼歯列を韮準とする田

3) 節骨節奴を韮準とする田

4) ナジオンーパジオン線

杏.X根性によって.それぞれの柑故を仏討することを
主眼とした｡また.この際に.従米のコはl雌畔では佃祝

されていた下顎骨を脚 :j･に氾L13することによって,頭骨

全休を現品するJIはを用いた｡このことによって各形質
の.ql部に占める相対的な位17qm旅の把握に.新たな観

点を叩入することが山北よう.

また.nJ長lIlにおける一つの大きな進化傾向と考えら

れている ｢吻知の退納｣に大きな比爪を占めている約31

骨の比校を行うため.嗣31冊と他の･Jnl･とのn口の払合に.

バリウムを虫布し.X線上での脈折を容易とするカはを
用いた｡パ ])ウムの放れは.他の計かrJ点 にも行い.良い
紙iT王を1'rJLている｡

今後.木咋政の粒形によって得られた汽料をもとに.
兆qF'.田についてさらに考察を加えてゆきたい.

霊長目におけるTIiPAの多型現象に関する

研究1)

田名部雄一 (岐阜農 ･大)

霊長目に屈するいろいろの種について,サイロキシン

結合プレアルブミン(TBPA)の多型現象における遺伝
子頻皮について.さらにデータを追加して調べた.

現在まで通辞1949個体のヒトおよびサルの血祭を採取

し.これに 131Ⅰ標独サイロキシンを混合後.アガロー

スゲルTE兄泳動後.ェックス線フイルムをあてオートラ

ジオグラムによりTBPAを同定した｡現在まで得られ
たいろいろの椛の P̂Fの迫伝子朔皮と個体数は次の杜
である｡ヒト1.000(73偶休).チンパンジー1.000(3),

クロテナガザル1.000(5).シロテナガザル1.000(29),

シルバーランブール 0.944(9).クロカンムリリ-フモ

ンキー 0.667(3).マンドリル 0.500(1).マントヒヒ

1.000(13).ニホンザル0.000(1,113).ヤクザル0.000

(149).ベニガオザル 1.000(15). ブタオザル 0.949

(39). タイワンザル 0.818(44). アカゲザル 0.864

(224).ボンネットモンキー 0.500(7).カニクイザル

0.904(73),サバンナモンキー1.000(5)であった｡ま

た広朋 完封 (ウイリモンキー (1),チュウペイクモザル

(2),リスザル(12).ヨザル (2).フサオマキザル(5))

および原独効 (オオギャラゴ (5).コモンツパイ ((5))
には雑種蛋白質生産法によって調べた所.TBPAは抜

出されなかった｡TBPAの多型はオナガザル上村(Cer-
copithecoids)の柾のみに3,苦められるが.一般に PAF
の退伝子頻皮が高い｡

しかるにニホンザル.ヤクザルは逆に ZuSに固定さ
れているJ!iはDt!昧探い｡アカザザルの中でもLLJ国産のも

のは P̂Pの加圧が0.771(59)と低いことから,ニホン
ザルは小uほ H木が続いていた時,こ'く少丘の Macaca

I.･iiのサルが渡って釆たため遺伝子の浮動 (drift)によっ

て PASに固定されたとも考えられるO

1) の1回日本比較内分泌学仝大公 (1976.3.蚊1'.1.1lJ-
で究鼓した｡
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